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刈谷市議会議員 

刈谷 良いトコ ♪ 

冷たい北風にしっかりとコートの襟を立

て 凛として歩き出す街には、まだ冬至を

過ぎたばかりというのに、新春の光が遍く

満ちています。

年末、東日本大震災後初の大型国政選挙

となる第46回衆院選は、12党もの乱立と史

上最多千五百余名の出馬で大混戦の上、政権

交代となりました。

　しかしながら、投票率は戦後最低の59.32％を

記録し、政治不信の高まりが懸念されます。

　投票率は民意の表れであり、それが今回の選挙

に突きつけた意味は重いでしょう。

投票する側・される側、それぞれが原点に立ち

返り、政治とは何か？どのような施策を立案・実

行すれば明るい未来が見えて来るのかを、真摯に

考えることが必要です。

政治改革には、政権交代が必要との考え方から

英米型の二大政党制が志向されますが、これから

も諦めず我が国への定着を期待し、今後の動向を

見守りたいと思います。

明るいフロアの一隅 胸に染み入るハンドベルの
響き。ある時は軽快に、ある時はゆるやかに･･･

アットホームな雰囲気に包まれて、晴れやかに
誇らしく 心を込めた演奏が続きます。
さて、ここはどこでしょう？

12/1発行の＜№22＞の答えは､
ミササガパークのつるバラのアーチでした。

昼間の顔は、ハウステンボス風の洒落たマンション
に隣接する広々とした公園。花の名所でもあります。

 1月 1日（火）元旦 不況と言われ 久しくなりますが、

4日（金）御用初め 大寒ともなれば、懐は益々寒さに震え

5日（土）小寒 ･･･という厳しい現実に 朗報です☆

7日（月）人日（七草） 大寒に生まれた卵を食べると、一年

11日（金）鏡開き 間 お金に困らないとのこと.

14日（月）成人の日 小寒から節分にかけ、いわゆる寒の

15日（火）小正月・どんど焼き 内の卵も 同じ力を持つと言われます。

20日（日）大寒 卵かけご飯で 元気に働きましょう！

年賀状の起源は平安時代に遡りますが、江戸時代には武士は上司に、町人

は顧客に、子どもは寺子屋の先生に、年始の挨拶に出向きました。

本来はこうして直接挨拶に伺うことでしたが、遠方のため訪ねることがで

きない方のために 書状をもって代わりとしました。

幅広く広まったのは、明治になり近代的郵便制度が普及されてから。

今では専用ソフトで、誰にも気軽に様々な年賀状が印刷できます。

それでも、美しく刷り上った年賀状の活字の中に、温かな肉筆の文字を探

されたことはありませんか？

洗練された字体の隣に、どんなにミミズのような文字が這おう？ とも、

統一された規格通りの文面でなく、ただあなた一人のための文章が、瞬時に

思い出を蘇らせ 思わず笑顔がこぼれたり･･･

一つの節目、新しい年の１ページが始まるその日に、ご無沙汰を詫びつつ、

心新たに新年の決意や希望を 小さな賀状に託すのはきっと意義のあること

だと思います☆

新しい年も 

"まじめに､コツコツ､ 

即 行動"  

頑張ります !! 

1月 1日（火）地域行事 歳旦祭・新年祝賀会

8日（火）全ト労連･ユタカ議協 新年交礼会

11日（金）議会基本条例検討特別委員会

23日（水）定住自立圏共生ビジョン講演会

28日（月）議員研修会（議会から見る行政評価）

伊藤 ゆきひろの 



　

１２月のフットワーク 

刈谷市１２月定例議会報告 

12月定例議会の主な議案(抜粋) 

状況 

12月6日(木) 

一般質問に登壇 

  === 私の一般質問 要旨 === 

今回の一般質問は15名の議員が発言

 障害者就労・学校教育・防災対策・交通

 安全･中小企業支援・子ども施策　　等

＜議会日程＞

12/5～７  本会議（一般質問）

12/7  予算審査特別委員会

12/11～14  各種常任委員会

12/20
 予算審査特別委員会
 議員運営委員会

12/21  本会議（議案採決）

質 問 内 容 当 局 答 弁

１） 「刈谷市のファシリティマネジメントの現状について」

刈谷市の財政状況の現状と今後の見通
しの予測をどう捉えているのか？

借入れを控えたきたことにより実質公債比率は良
くなっているが、財政力指数、経常収支比率も落
ち込んでおり、今後もしばらくは厳しい財政状況
が続くと認識している。

公共施設の現状の修繕費と今後のラン
ニングコストの見通しは？

修繕に関する２４年度当初予算は１２億となって
いる。今後も更に老朽化が進むため経費の増加は
避けられない。

公共施設の現状の利用率の実態と今後
のファシリティマネジメント導入の必
要性の認識は？

公共施設活用等検討委員会で施設再編や利活用を
検討し、これまででも建設費や維持費削減で効果
を上げてきた。今後もその必要性を認識し現在は
「公共施設維持保全計画」の策定を進めている。

２） 「刈谷市の今後のファシリティマネジメント推進について」

「刈谷市公共施設維持保全計画」推進
の視点と目指すべき姿は？

建物劣化を遅らせ長寿寿命化を図ること。劣化状
況や維持に掛かるコスト情報を一元的に管理する
仕組みを構築し、維持保全費用の平準化を図る。

公共施設維持保全計画の主な施策内容
と財政負担に対する平準化の取組み
は？

計画は平成２５年３月策定、毎年ローリングを行
なう。経費削減の観点での有効活用や設備更新、
および費用の集中を防ぐ措置にも取り組む。

計画推進の評価を仕組み化する体制お
よび人材育成は？

計画推進には現状組織では困難、今後検討をして
行く。ファシリティマネジメントの重要性につい
ては外部講師による研修も実施予定

今後の刈谷市のファシリティマネジメ
ントに対する思いは？

公共施設全体の最適化を優先する「総合的視
点」、将来の変化対応する「中長期的視点」、
サービス・効果のチェック・改善の「経営的視
点」に立ち施設の最適化を図っていく。

ｴ）

ｱ）

ｲ）

ｱ）

ｲ）

ｳ）

ｳ）

行政のファシリティマネジメントとは、公共が持つ全てのモノを最も合理的、 

かつ効果的に管理し、その運用を図るための経営的手法をいう。 

報告
案件

承認
案件

単行
議案

条例
議案

予算
議案

議員提出
議案

請 願 陳 情

1件 1件 3件 6件 8件 ４件 6件 ６件

－ 承認 可決 可決 可決 可決 不採択
 2件:採択:

 3件:不採択

 1件:趣旨採択

12月定例議会
審議案件数

及び審議結果

将来の市財政は、歳入は減少傾向にあるが、福祉歳出の増大は必至、 

最小コストで最大効果を得る公共資産の運用は今後の重要課題です。 

・救急医療情報キット配布事業･･･400百万円

緊急時の備えとして、医療情報等の書類を

冷蔵庫に保管する専用の容器を、一人暮らしの

高齢者や障害を持った方々の希望者に配布。

・市民館エレベータ設置事業･･･1.3億円

東境･野田･今川市民館エレベータを設置。

これで全ての市民館への設置は完了

【一般会計補正予算額表】 （単位：百万円）

会計名 補正前 補正額 補正後

一般会計
 47,639 908 48,547

特別会計 23,799 135 23,934

企業会計 3,596 19 3,615

合　計 75,034 1,024 76,058

（前年度比 １％増）

▲

緊急時の備えとして、
医療情報等の書類を
冷蔵庫に保管する専用
の容器を、一人暮らし
の高齢者や障害を持っ
た方々の希望者に配布。

民間資本を活用した小学校 

太陽光発電設備の整備推進 

亀城公園再整備事業 

南隅櫓・多門櫓等イメージ図 

＜スケジュール＞ 

H24年１１月～ プロポーザル(提案)募集開始 

H25年７～8月 設置工事 

 市内小学校の屋根を 

 貸し出し太陽光発電 

刈谷市
民間事業者

（災害時）発電電力
　を小学校へ提供

屋根の貸し出し

電力会社

（通常時）全量、電力会社に売電

太陽光パネル
を設置・管理（小学校）

● 刈谷市公共駐車場条例一部改正について
・御幸駐車場および寺横駐車場の自動清算機導入に伴う改正（⇒２４時間営業）

・御幸・寺横・板倉・松栄の各駐車場の使用料改定（詳細は刈谷市HP参照）

● 刈谷市子ども相談センター条例の制定について
・平成２５年4月１日から開設（旧社会教育センターを改装）市役所のすぐ南

　＜業務内容＞子どもに関する相談窓口を行ない関連機関や団体との調整を行う。

● Ｈ24年度刈谷市 一般会計補正予算について
≪補正予算による主な事業≫

・財政調整基金積立事業･･･10億円

   （基金積立合計は１０７億円となり過去最高）

市政７０周年(平成32年度)に向け､亀城公園

を刈谷城址がイメージできる公園に再整備す

る計画が進められています。

（北側には歴史博物館の建設も検討されている）


